
第二号 令和６年１２月 

協議会活動報告 

10月27日(土)・28日(日)会津若松市 鶴ヶ城体育館 

 

地
域
の
文
化
や
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー

リ
ー
が
認
定
さ
れ
る
「
日
本
遺
産
」
。 

 
 

 

教
育
遺
産
群
は
、
身
分
や
年
齢
、
地
域

を
問
わ
ず
、
様
々
な
形
で
教
育
が
行
わ

れ
、
当
時
の
日
本
人
の
高
い
識
字
率
や
礼

儀
・
作
法
等
を
築
き
、
世
界
を
驚
か
せ
ま

し
た
。
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
「
近
世
日
本

の
教
育
遺
産
群
」
と
し
て
全
国
で
初
め
て

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
遺
産
制
度
は
、
文
化
財
そ
の
も
の

の
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
有
形
・
無
形
の

点
在
す
る
文
化
財
を
「
面
」
と
し
て
と
ら

え
、
活
用
・
発
信
す
る
こ
と
で
地
域
活
性

化
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
、
現
在
百
四
つ
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
そ
ん

な
日
本
遺
産
が
一
堂
に
集
結
し
、
各
地
の

文
化
や
伝
統
に
直
接
触
れ
る
事
の
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
東
北
で
の
開
催
は
今
回

が
初
。
地
元
の
方
の

ご
協
力
も
あ
り
、
に

ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト

に

な

り

ま

し

た
。

ブ
ー
ス
に
お
越
し
の

方
か
ら
、
「
私
は
学

校
の
教
員
で
す
が
、

昔
の
学
び
も
面
白
い

で
す
ね
。
」
と
あ
り

が
た
い
声
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

ご
来
場
・
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
協
議
会
事
務
局
） 

全国の日本遺産が一堂に集合！年に一度のフェスティバルが開催！ 

百
四
ス
ト
ー
リ
ー
が
大
集
合
。
（
右
） 

 

教
育
遺
産
群
の
ブ
ー
ス
。
構
成
各
市
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
お
配
り
し
ま
し

た
。
（
左
） 

江戸時代の算数「和算」にチャレンジ！ 

日本最大規模の私塾「咸宜園」グッズの福引。 

学業成就に効果アリ！？ 

たくさんの方にお立ち寄りいただきました！ 

【足利学校（栃木県足利市）】 

無料公開 
令和７年１月１日(水)～３日(金) 
入德門～大成殿、南庭園を公開 
 

 

【閑谷学校（岡山県備前市）】 

初読の儀 
令和７年１月４日(土) 
新年の学び初めを論語で迎える、 
江戸時代からの伝統行事 
 

 

【偕楽園・弘道館（茨城県水戸市）】 

第129回 水戸の梅まつり 
令和７年2月11月(火・祝)～ 
偕楽園では約１００種3,000本、 

弘道館では約60種８００本の梅が見られる！ 

INFORMATIONS 
記事募集 

教育遺産群通信に載せる記事を

募集しております！ 

弘道館・偕楽園、足利学校、 

閑谷学校、咸宜園・豆田町に実

際行ってみた…  

綺麗な写真が撮れた…等、皆様

の投稿をお待ち

しております！ 

投稿は 

こちらから→ 

「近世日本の 

教育遺産群サポーター」とは？ 

世界でも稀にみる教育先進国
だった、近世の日本。今も残るそ
の遺産たちの魅力発信や、世界
遺産登録推進事業の補助をして
います。年会費無料。まだまだメ
ンバー募集中！ぜひお友達をお
誘いください。 

 詳しくはこちら→ 

学校だけじゃない！？ストーリーを彩る構成文化財 

無形文化財 

日本遺産「近世日本の教育遺産群 ―学ぶ心・礼節の本源―」 

＜発行＞ 教育遺産世界遺産登録推進協議会 

史
跡
足
利
学
校
（
栃
木
県
足
利
市
） 

 
 

 

こ
ど
も
釋
奠 

釋
奠
の
将
来
の
後
継
者
育
成
の
た

め
、
足
利
市
内
の
こ
ど
も
達
だ
け
で

釋
奠
を
執
り
行
う
も
の
で
、
平
成
二

十
六
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。 

祭
官
を
務
め
た
こ
ど
も
達
は
小
学

四
年
生
～
中
学
三
年
生
の
十
二
名

で
、
高
校
生
や
大
学
生
と
な
っ
た
こ
ど

も
祭
官
経
験
者
七
名
が
、
執
事
補
と

し
て
儀
式
の
進
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

今
回
、
初
め
て
祭
官
を
務
め
た
中

学
生
か
ら
は
、
「足
利
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と

思
え
る
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
ま
た

参
加
し
て
み
た
い
で
す
」と
嬉
し
い
感

想
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。 

 

参
加
し
て
く
れ
た
こ
ど
も
達
が
大

人
に
な
っ
て
も
、
「釋
奠
」を
継
承
し
て

い
く
存
在
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

（足
利
市
） 

次の世代へのバトン 

令和６年９月２３日（月・祝）撮影 

特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
（岡
山
県
備
前
市
） 

 
秋
の
伝
統  

釈
菜 

せ
き
さ
い 

 

閑
谷
学
校
で
最
も
重
要
な
伝
統
行
事
の
一
つ

「釈
菜
」。
釈
菜
は
儒
学
の
祖
・孔
子
の
遺
徳
を
称

え
偲
ぶ
儀
式
で
、
閑
谷
学
校
設
立
に
尽
力
し
た
岡

山
藩
家
臣
津
田

つ
だ

永 な
が

忠 た
だ

に
よ
っ
て
貞

じ
ょ
う

享
き
ょ
う

三
年
（一

六
八
六
年
）に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

釈
菜
で
は
、
ま
ず
孔
子
像
を
祀
る
聖
廟
・大
成

殿
で
孔
子
を
偲
ぶ
「大
成
殿
の
儀
」を
行
い
、
そ
の

後
国
宝
の
講
堂
で
論
語
を
朗
誦
・講
義
す
る
「講

堂
の
儀
」を
行
い
、
最
後
に
は
「
分
胙

ぶ
ん
そ

の
儀
」と
し
て

参
加
者
で
供
物
を
分
け
、
と
も
に
食
事
を
し
ま

す
。
閑
谷
学
校
の
後
継
で
あ
る
県
立
和
気
閑
谷
高

校
の
教
師
が
祭
官
を

務
め
ま
す
。 

今
年
の
釈
菜
は
十

月
二
十
六
日
（土
）に

静
謐
な
空
気
の
中
で

行
わ
れ
、
地
元
高
校
生

や
教
育
関
係
者
、
一
般

市
民
等
七
十
六
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

（備
前
市
） 

 
 史

跡
足
利
学
校
跡
（
栃
木
県
足
利
市
） 

 

釋
奠 

せ
き
て
ん 

 

足
利
学
校
の
釋
奠
は
、

百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
て
い
る
市
の
伝
統

行
事
で
す
。
明
治
時
代
は

冬
至
に
挙
行
し
ま
し
た

が
、
大
正
四
年
か
ら
現
遺

蹟
図
書
館
の
施
工
に
合
わ

せ
て
十
一
月
二
十
三
日
に

変
更
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。 

 

他
の
釋
奠
と
比
べ
て
特

徴
的
な
の
は
、
孔
子
と
弟

子
の
ほ
か
、
足
利
学
校
の
創
始
者
と
言
わ
れ
る
小
野

篁
た
か
む
ら

公
へ
も
お
供
え
を
す
る
こ
と
、
独
自
の
形
を
し
た

祭
器
を
使
用
す
る
こ
と
で
す
。 

 

今
年
も
秋
空
の
も
と
厳
か
に
挙
行
さ
れ
、
儀
式
後

は
今
年
度
の
文
化
功
労
者
に
選
出
さ
れ
た
五
味
文
彦

庠
主

し
ょ
う
し
ゅ

に
よ
る
講
話
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

（足
利
市
） 

「近世日本の教育遺産群」 

について 
 

 日本最大規模の藩校「弘道館」、ま

たその社会教育施設「偕楽園」 そし

て、現存する日本最古の学校「足利学

校」、日本初の庶民のための学校「閑

谷学校」、日本最大規模の私塾「咸宜

園」とそれを支えた「豆田町」で構成

されており、平成２７年度には日本遺

産認定第１号となりました。 

 高い識字率、身分を超えた礼節は

世界を驚かせました。 

Webサイト 


